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南部町告示第151号

令和４年第９回南部町議会定例会を次のとおり招集する。

令和４年11月22日

南部町長 陶 山 清 孝

記

１．期 日 令和４年12月９日

２．場 所 南部町議会議場

○開会日に応招した議員

 田 光 雄君 加 藤 学君

滝 山 克 己君 米 澤 睦 雄君

長 束 博 信君 白 川 立 真君

三 鴨 義 文君 仲 田 司 朗君

板 井 隆君 細 田 元 教君

亀 尾 共 三君 真 壁 容 子君

景 山 浩君

○応招しなかった議員

荊 尾 芳 之君
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令和４年 第９回（定例）南 部 町 議 会 会 議 録（第１日）

令和４年12月９日（金曜日）

議事日程（第１号）

令和４年12月９日 午後１時開会

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 議事日程の宣告

日程第４ 諸般の報告

日程第５ 議案第72号 公の施設の指定管理者の指定について（レストハウス・バーベキューハ

ウス）

日程第６ 議案第73号 公の施設の指定管理者の指定について（南部町森林総合利用促進施

設（森林公園））

日程第７ 議案第74号 公の施設の指定管理者の指定について（南部町立東西町コミュニティセ

ンター）

日程第８ 議案第75号 公の施設の指定管理者の指定について（南部町賀野地域交流拠点施設）

日程第９ 議案第76号 公の施設の指定管理者の指定について（南部町民体育館）

日程第10 議案第77号 令和４年度南部町一般会計補正予算（第６号）

日程第11 議案第78号 令和４年度南部町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

日程第12 議案第79号 令和４年度南部町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

日程第13 議案第80号 令和４年度南部町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

日程第14 議案第81号 令和４年度南部町浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１号）

日程第15 議案第82号 令和４年度南部町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

日程第16 議案第83号 令和４年度南部町太陽光発電事業特別会計補正予算（第１号）

日程第17 議案第84号 令和４年度南部町水道事業会計補正予算（第３号）

日程第18 議案第85号 令和４年度南部町病院事業会計補正予算（第３号）

日程第19 議案第86号 令和４年度南部町在宅生活支援事業会計補正予算（第１号）

日程第20 議案第87号 町道路線の認定について
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本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 議事日程の宣告

日程第４ 諸般の報告

日程第５ 議案第72号 公の施設の指定管理者の指定について（レストハウス・バーベキューハ

ウス）

日程第６ 議案第73号 公の施設の指定管理者の指定について（南部町森林総合利用促進施

設（森林公園））

日程第７ 議案第74号 公の施設の指定管理者の指定について（南部町立東西町コミュニティセ

ンター）

日程第８ 議案第75号 公の施設の指定管理者の指定について（南部町賀野地域交流拠点施設）

日程第９ 議案第76号 公の施設の指定管理者の指定について（南部町民体育館）

日程第10 議案第77号 令和４年度南部町一般会計補正予算（第６号）

日程第11 議案第78号 令和４年度南部町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

日程第12 議案第79号 令和４年度南部町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

日程第13 議案第80号 令和４年度南部町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

日程第14 議案第81号 令和４年度南部町浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１号）

日程第15 議案第82号 令和４年度南部町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

日程第16 議案第83号 令和４年度南部町太陽光発電事業特別会計補正予算（第１号）

日程第17 議案第84号 令和４年度南部町水道事業会計補正予算（第３号）

日程第18 議案第85号 令和４年度南部町病院事業会計補正予算（第３号）

日程第19 議案第86号 令和４年度南部町在宅生活支援事業会計補正予算（第１号）

日程第20 議案第87号 町道路線の認定について

出席議員（13名）

１番  田 光 雄君 ２番 加 藤 学君

４番 滝 山 克 己君 ５番 米 澤 睦 雄君

６番 長 束 博 信君 ７番 白 川 立 真君

８番 三 鴨 義 文君 ９番 仲 田 司 朗君
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10番 板 井 隆君 11番 細 田 元 教君

12番 亀 尾 共 三君 13番 真 壁 容 子君

14番 景 山 浩君

欠席議員（１名）

３番 荊 尾 芳 之君

欠 員（なし）

事務局出席職員職氏名

局長 田 子 勝 利君 書記 赤 井 沙 樹君

書記 角 田 亘君

説明のため出席した者の職氏名

町長 陶 山 清 孝君 教育長 福 田 範 史君

病院事業管理者 足 立 正 久君 総務課長 大 塚 壮君

総務課課長補佐 石 谷 麻衣子君 企画政策課長 田 村 誠君

デジタル推進課長 美 甘 哲 也君 防災監 田 中 光 弘君

税務課長 三 輪 祐 子君 町民生活課長 渡 邉 悦 朗君

子育て支援課長 芝 田 卓 巳君 教育次長 岩 田 典 弘君

総務・学校教育課長 水 嶋 志都子君 病院事務部長 山 口 俊 司君

健康福祉課長 前 田 かおり君 福祉事務所長 泉 潤 哉君

建設課長 岡 田 光 政君 産業課長 藤 原 宰君

監査委員 仲 田 和 男君

議長挨拶

○議長（景山 浩君） 令和４年第９回１２月定例議会の開会に当たり、一言御挨拶を申し上げ

ます。

師走を迎え、日に日に寒さが増し、冬の気配が迫ってまいりました。町民の皆様も、くれぐれ

も体調管理、健康管理に留意され、御自愛なさいますことを御祈念申し上げるところであります。
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議員各位におかれましては、町民皆様の負託に応えるべく、精力的に活動いただいております

こと、大慶至極に存ずる次第であります。

さて、遡ること３年前の令和元年１２月に中国・武漢市で報告された原因不明の肺炎は、新型

コロナウイルス感染症と名づけられ、翌月の令和２年１月には日本国内で初めての感染者が確認

されました。その後の感染の広がりにより、東京五輪の１年延期や春の選抜高校野球の中止が決

定され、同年４月に７都道府県を対象とする緊急事態宣言が当時の安倍首相から発出されました。

全国に拡大された緊急事態宣言は、翌年の令和３年４月から開始されたワクチン接種の急速な

広がりと、国民の感染対策への徹底により、同年１０月に全面的な解除となりましたが、今現在

の流行の波は第八波まで及び、今週に入って県内の陽性者は１日１，０００人を超える日が出て

おります。

南部町では、オミクロン株対応として５回目のワクチン接種が１０月から順調に行われていま

すが、年明けの令和５年１月には国内の感染症の流行から４年目を迎えることとなります。さら

に、この冬は季節性インフルエンザの流行が発生する可能性が極めて高いとの指摘がなされてい

ます。引き続きマスクの着用など、感染防止対策を徹底しながら、コロナに負けず平穏な日常を

取り戻すべく、町民一丸となって取り組んでまいりたいと存じます。

本定例会におきましては、指定管理者の指定、補正予算等の議案を御審議いただくことになっ

ております。

後ほど町長から提出議案の内容につき説明がございますが、提出されております諸議案に対し

慎重審議をいただき、適正かつ妥当な議決に達することをお願いし、開会の御挨拶といたします。

町長挨拶

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。１２月議会開会に当たりまして、一言御挨拶を申し

上げます。

議員各位におかれましては、令和４年第９回南部町議会定例会を招集しましたところ、御出席

をいただき開催できますことに御礼を申し上げます。

さて、サッカーワールドカップカタール大会での日本代表の活躍に日本中が沸き上がりました。

町民の皆様も早朝・深夜の大会スケジュールの中で睡眠不足と闘いながら声援を送られたことと

思います。私も優勝経験国のドイツ、スペインに勝利した際には万歳と、ブラボーを連発したに

わかサッカーファンの一人です。そのにわかファンにも、サポーターの皆さんのスタンド掃除や、

選手ロッカールームの後片づけなど、ピッチ外でも世界から称賛された日本サムライブルーの精
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神にファインプレーの感動をいただきました。終わりの見えないウクライナ戦争、コロナを発端

とする世界経済の低迷など、暗い話題の多かった今年一年でしたが、私たち日本はまだまだやれ

るという思いを奮い立たせてくれたサムライブルーだったのではないでしょうか。

さて、１２月に入り、朝夕めっきり冷え込む日が続いています。灯油価格をはじめ、電気代な

ど、生活必需品であるエネルギー関連価格が上昇しています。町内の灯油店頭価格は１８リット

ルで２，１００円前後となっており、食料品の価格高騰と併せて町民の暮らしは厳しさを増して

ると実感しています。

９月議会で御承認いただき、商工関係者の御協力もいただいて実施しています物価高騰対策、

町民１人１万円分の頑張ろう！南部町応援商品券の本日現在の商工会回収率は２６％でございま

した。しかし、この数字には大口利用の予想されるスーパーマーケットからの商品券回収が含ま

れていない状況であることを勘案すると、町民の生活支援に大きな効果を発揮してると感じてい

ます。参加していただく事業者も、これまでの６０事業者から７５事業者に拡大し、町内経済の

循環に寄与してると考えています。まだ利用されていない町民の皆様には、くれぐれもたんすの

中にしまい込んで忘れることがないように御利用いただきますようお願いを申し上げます。

次に、災害発生の状況でございますが、９月議会以降の災害はございませんでした。しかし、

本格的な冬の季節を迎え、暖房機器や年末年始の準備で火を扱う機会も増えることが予想されま

す。町民の皆様には、御家族皆さんで火災予防への点検、注意を怠らないようお願いをいたしま

す。中でも、火災原因の一つであるコンセント周りのほこりや、タコ足配線を大掃除に合わせて

点検していただきますようお願いします。また、ふだん忘れがちな火災警報器、防災無線の電池

交換などをしていただきますようお願いをするところでございます。

次に、人口動態について御報告をいたします。９月１日から１１月末の間に出生された方は１

４人、お亡くなりになった方は３６人でございました。御冥福をお祈りいたしますとともに、誕

生された子供たちの健やかな成長を御祈念申し上げます。１１月末現在の人口は１万３７０人で

ございます。高齢化率は３８．３３％、１１月末現在の今年度の出生者は３１人でございます。

本定例会におきまして、令和４年度一般会計補正予算、条例関係など１６議案を提案させてい

ただきます。いずれの議案につきましても、町政の推進に必要不可欠なものばかりでございます

ので、全議案とも御賛同いただき、御承認を賜りますようお願いを申し上げ、開会の御挨拶とい

たします。よろしくお願いいたします。
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午後１時００分開会

○議長（景山 浩君） ただいまの出席議員数は１３人です。地方自治法第１１３条の規定によ

る定足数に達しておりますので、令和４年第９回南部町議会定例会を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

・ ・

日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（景山 浩君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、次の２人を指名いたします。

９番、仲田司朗君、１０番、板井隆君。

・ ・

日程第２ 会期の決定

○議長（景山 浩君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。今期定例会の会期は、１３日間といたしたいと思います。これに御異議あ

りませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（景山 浩君） 御異議なしと認めます。よって、会期は、１３日間と決定いたしました。

・ ・

日程第３ 議事日程の宣告

○議長（景山 浩君） 日程第３、議事日程の宣告を行います。

本日の議事日程は、お手元に配付の日程表のとおりであります。

・ ・

日程第４ 諸般の報告

○議長（景山 浩君） 日程第４、諸般の報告を行います。

初めに、議長から報告いたします。

まず、町村議会議長会関係の報告を行います。

最初に、去る１０月１８日に日南町において開催されました西部町村議会議長会臨時総会並び

に連絡会について報告いたします。

当日の議題は、令和５年度事業計画案並びに歳入歳出４８８万３，０００円の予算案の審査及

び全国大会日程の確認、県議長会役員会において審議予定となっている役員選出基準に関する西

部議長会の方針取りまとめ、そして飼料価格高騰対策を求める意見書の国への提出などについて
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審議いたしました。事業計画案、予算案については、全会一致で可決しております。

次に、１１月８日に衆議院議員会館において開催されました中国横断自動車道岡山米子線整備

促進総決起大会及び翌９日にＮＨＫホールにおいて開催されました第６６回町村議会議長会全国

大会について報告いたします。

岡山米子道４車線化の総決起大会では、鳥取、岡山両県内の整備の状況や今後の計画の説明の

後、今回は特に経済界から整備促進の必要性についての意見発表などもあり、参加された国会議

員、国土交通省の皆さんに対し、早期の整備完了を強く要望いたしました。

翌日の町村議会議長会全国大会では、都市と農山漁村が共生する持続可能な社会を確立するた

め、真の地方創生と地方分権を実現するとともに、議会の機能強化や多様な人材の議会への参画、

そして地方交付税等の一般財源総額の確保・充実等を求める宣言並びに地方議会の位置づけを明

確に規定する地方自治法の改正等の早期実現などの決議、そして２５項目に及ぶ予算編成及び施

策に関する要望、さらには９項目の地区要望を行いました。

大会終了後には、元外務省官僚で、現在、外交政策研究所所長をお務めになっておられます宮

家邦彦氏による「最新の国際情勢と日本経済に与える影響」と題した講演があり、ウクライナ情

勢やアジア情勢について大変興味深いお話を伺いました。

続いて、西部広域行政管理組合関係の報告を行います。

最初に、１０月２４日に開催されましたごみ処理施設等調査特別委員会について報告いたしま

す。

当日の協議事項は、用地選定委員会の結果について、これまで実施した先進地視察の実績報告

について、そして未来につなぐ新しいごみ処理施設提案窓口の提案状況についての３項目であり

ました。

まず、最初の用地選定委員会の結果についてでは、第６回、第７回の委員会において候補地評

価基準に基づき５か所の中間処理施設と７か所の最終処分場の一次及び二次評価を行った結果、

上位の評価点に大きな差がなかったこと、そしてそのため中間処理施設では尾高・日下と彦名の

２か所、最終処分場では新山・陰田の追加配置案と尾高・日下の追加配置案の２か所がそれぞれ

最終候補地調査の対象となり、最終評価を経て令和５年３月末には候補地が決定される予定であ

る旨、報告がございました。

２番目の項目である先進地視察の報告では、４か所のごみ焼却施設と２か所の最終処分場を視

察し、余熱発電やバイオガス発電、熱供給や防災拠点としての活用などの運用事例の報告があり

ました。
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３番目のごみ処理施設に関する提案の状況報告では、９件の提案、１７件の問合せがあり、メ

タン化や加水分解システム、ガス化溶融方式などの技術的な案件が中心との中間報告となってお

ります。

次に、１１月２８日に開催されました定例会について報告いたします。

このたびの定例会には、ごみ処理施設用地の取得に関して、最終候補地が増えたことにより増

加する生物調査や風向・風量調査、河川流量等の現地調査に要する費用を主とした１，３３０万

円余りの補正予算、契約金額１億７，３００万円余の大山消防署の建築工事契約締結の議会議決、

歳入歳出ともに５０億２，２５４万６，０００円の令和３年度一般会計決算の３議案が提案され

ました。前２議案については全会一致で可決、令和３年度決算については決算審査特別委員会に

審査付託されました。

以上、議長からの報告の報告は終わります。

各報告案件の資料は事務局において閲覧に供しておりますので、詳細については資料を御覧く

ださい。

続いて、議員からの報告を受けます。

まず、南部町・伯耆町清掃施設管理組合議会視察研修についての報告を受けます。

２番、加藤学君。

○南部町・伯耆町清掃施設管理組合議会議員（加藤 学君） ２番、加藤学です。１１月１０日、

１１日、南部町・伯耆町清掃施設管理組合で、愛知県名古屋市の中部リサイクル株式会社へ視察

研修へ行きました。

南部町・伯耆町清掃施設管理組合が管理しているクリーンセンターでごみを燃やしたときに最

終的に残る焼却灰を最終処理を依頼している会社は、三重県にある三重中央開発株式会社と中部

リサイクル株式会社の２社です。

三重の三重中央開発株式会社は焼却灰を埋立処理をしていますが、今回は新型コロナの関係で

視察を受け入れられないということで、今回は行きませんでした。

一方の中部リサイクル株式会社は、焼却灰を還元溶融技術を使って処理しています。焼却灰の

中から金、銀、プラチナ、銅、亜鉛、鉛などの金属を回収した後にさらに塩を除去し、最終的に

は溶融還元石にして全く何も残らないという技術を持っている会社です。ごみの埋立処分場が必

要のないという技術ですけれども、コストの関係で現在、焼却灰を全て処理するということがで

きないというのが現状です。ごみの処理を考えた場合、将来的にはコストの面だけではなく、こ

ういった技術の必要性があるのではないかということを考えさせられた次第です。以上です。
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○議長（景山 浩君） 続いて、南部箕蚊屋広域連合議会地方行政調査について報告を受けます。

１３番、真壁容子君。

○南部箕蚊屋広域連合議会議員（真壁 容子君） 南部箕蚊屋広域連合議会の行政調査について報

告をいたします。

行政調査は１１月の１７日、１８日の２日間の日程で実施され、福井県で開催された「第４回

地域共生社会推進全国サミットｉｎつるが」に参加しました。このサミットは、地域共生社会の

実現に向け、地域福祉やまちづくりを推進する関係者等によるパネルディスカッション等を通じ

て地域共生社会への理解を深め、その取組を推進する目的で毎年開催されています。

１日目の基調講演では、内閣官房全世代型社会保障構築本部総括事務局長の山崎史郎氏が「人

口減少と地域共生社会」について講演されました。人口減少については普遍的な子供政策の重要

性を、地域共生社会については、つながり、つなぎ、寄り添う伴走型相談支援、その人の課題に

丸ごと対応する包括的支援体制、受け止め、共に支え合う地域社会づくりの必要性についてお話

しされました。

続いてのパネルディスカッションでは、ＳＤＧｓと地域共生社会について討論があり、多様な

人や組織の力の重なりによる共創の場づくりや多様な働きが認められ、一人一人が活躍できる地

域づくりなどについて意見が出ていました。

敦賀市の事例発表では、認知症の早期発見から支援につなげる取組として、福井銀行のサポー

トガイドラインの策定や、敦賀市認知症疾患医療センターとの連携ネットワーク協定について紹

介がありました。

２日目は、「認知症にやさしいまちづくり」をテーマとした分科会に参加しました。地元の敦

賀温泉病院からは、小・中学校や企業に向けた認知症サポーター養成の取組について紹介があり

ました。また、公益社団法人認知症の人と家族の会からは、認知症の当事者である本人、家族へ

の理解と社会的支援を求める活動等の紹介があり、本人を巻き込んで住みやすい環境づくりをす

ることが重要であるなどの話がありました。

ここで私の感想を２点述べさせていただきます。まず、１日目の基調講演、山崎史郎氏、厚生

労働省から参った方の「人口減少と地域共生社会」の話では、話のほとんどが人口減少で、その

原因がどこにあるかというような厚生労働省の話はなく、介護保険についての言及も少ないよう

でした。何に視点を置かれたかというと、こども保険の創設と言われるように、普遍的な子供政

策について言及されていたのが非常に印象的でした。これから厚生労働省は介護保険をどうする

つもりなのかなという印象を持ちました。
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２日目の「認知症にやさしいまちづくり」では、そこに参加されていた認知症の人と家族の会、

この代表者の発言が、介護を取り巻く周辺の方々の思いを伝え、現状の問題点を指摘されていた

のが非常に印象的でした。地域共生で、地域の方は本当に支え合い、頑張っているということが

よく伝わってきました。反面、政府の厚生労働省は、今後、介護保険をどのようにしようとして

いるのか明快なものが聞けなかったというのが非常に残念だと思い、帰ってまいりました。以上

です。

○議長（景山 浩君） 次に、後期高齢者医療広域連合議会の定例会について報告を受けます。

１１番、細田元教君。

○鳥取県後期高齢者医療広域連合議会議員（細田 元教君） １１番、細田でございます。それで

は、報告させていただきます。

去る１１月１１日に湯梨浜で、鳥取県後期高齢者医療広域連合第２回定例会がございました。

その中身の概要とそれぞれの議案について簡単に御説明させていただきます。

この広域連合ですが、平成２０年４月から始まった後期高齢者医療制度も本年で１５年目を迎

えました。この間、当広域連合の被保険者数は、制度開始当初約８万４，０００人から、昨年度

末では約９万２，０００人となり、医療給付費も当初約５６０億円から、約８００億円の規模と

なっています。今後、団塊の世代が次々と７５歳以上となり始めることにより、医療給付費はさ

らに増加していくことが見込まれます。

人生１００年時代を見据えた高齢者の保健事業と介護予防等の一体的な実施事業をはじめとす

る高齢者保健事業につきましては、長引くコロナ禍の影響がある中、市町村をはじめ、関係機関

において大変御尽力をいただいており、深く敬意と感謝の意を表す次第です。引き続き高齢者の

健康増進と健康寿命の延伸の実現に向け、積極的に取り組んでまいります。

また、本年１０月１日から一定以上の所得がある方に対して医療費の窓口２割負担が導入され

るなど、後期高齢者医療を取り巻く環境は大きく変わっていきます。当広域連合といたしまして

も、保険制度の見直しの内容について、被保険者や医療関係者への丁寧な周知や広報に努めると

ともに、高齢者の皆様の健康の保持に向けた多様な課題への対応やきめ細やかな支援について、

県及び関係機関との協力や市町村との連携を図り、引き続き医療費の適正化や高齢者保健事業を

積極的に取り組み、安定した制度運営に努めてまいりますという大きな中身の概要でございます。

それでは、議案第６号から１２号まで説明させていただきます。

議案第６号は、専決処分でございますが、令和３年度鳥取県後期高齢者医療広域連合後期高齢

者医療特別会計補正予算（第４号）の専決処分の報告及び承認についてです。これは、令和３年
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度に実施された会計検査において、平成２８年度に交付された財政調整交付金の経費の一部が交

付対象外となったことに伴い、国に６５万円返納する必要が生じたので、財源として積み立てる

予定とした医療給付費準備基金を減額したものでございます。

それと、議案第７号は、令和４年度鳥取県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計補

正予算（第１号）の専決処分の報告及び承認についてでございます。これは、令和３年度の療養

給付費等が確定し、社会保険診療報酬支払基金より交付を受けた後期高齢者交付金が療養の給付

に要した確定費用より多かったため、３億９，５３０万４，０００円を返納するものでございま

す。

議案第８号は、鳥取県後期高齢者医療広域連合会計年度任用職員に関する条例の一部改正につ

いての専決処分の報告及び承認についてです。これは令和３年度の人事院勧告に基づいた県内地

方公共団体の会計年度任用職員の期末手当の支給割合の引下げを鑑み、当広域連合における年間

の支給割合を０．１５か月分引き下げることとした条例の一部改正のものでございます。

議案第９号は、鳥取県後期高齢者医療広域連合会計年度任用職員に関する条例の一部改正につ

いての専決処分の報告及び承認についてでございます。これは年金制度の機能強化のための国民

年金等の一部を改正する法律により、地方公務員等共済組合法の一部が改正され、被用者保険の

適用対象者である会計年度任用職員が地方公務員共済組合に加入することに伴い、条例の一部を

改正するものでございます。

議案第１０号及び第１１号は、第１０号については、令和３年度鳥取県後期高齢者医療広域連

合一般会計歳入歳出決算の認定について、議案第１１号は、令和３年度鳥取県後期高齢者医療広

域連合後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定についてです。

一般会計では、広域連合組織運営のための予算であり、歳入総額５，３７７万８，０００円、

歳出総額５，２０４万１，０００円となっており、差引き額１７３万７，０００円で実質収支と

なっております。

特別会計では、歳入総額８６７億８，２７３万９，０００円に対し、歳出総額が８４４億２，

０６０万４，０００円で、差引き額２３億６，２１３万５，０００円の実質収支となっておりま

す。

最後に、議案第１２号につきましては、令和４年度鳥取県後期高齢者医療広域連合後期高齢者

医療特別会計補正予算（第２号）です。これは、歳入歳出それぞれ１９億５，６２８万２，００

０円を増額し、歳入歳出総額を８５９億３０４万２，０００円とするものです。

この補正の内容は、令和３年度の市町村負担金、国、県負担金の精算に伴う追加納付金及び返
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還金をそれぞれ歳入歳出予算に計上し、これに伴い財源を組み替え、医療給付費準備基金を増額

するとともに、新型コロナウイルスの影響による傷病手当の増額、高額療養費配慮措置口座登録

勧奨業務及び医療費通知作成業務に係る委託費用について、物価高騰などの影響により増額する

ものです。

それぞれについて、承認については承認、決算については認定、補正予算についてはそれぞれ

全会一致で可決されたことを御報告いたします。以上でございます。

○議長（景山 浩君） 次に、議会改革調査特別委員会の活動報告を受けます。

７番、白川立真君。

○議会改革調査特別委員会副委員長（白川 立真君） 報告いたします。議会改革調査特別委員会

では町民の皆様の声をいかにして集めるかなど、幾つかのテーマがあります。そのテーマの一つ

として本議会や各委員会の効率化、いわゆるスマート化があります。私たちは１年を通して多く

の紙媒体を使用するわけですが、タブレットなどの端末を導入した際、どれだけのペーパーレス

に資することになるのか、またどんなメリットがあるのかというテーマを持って、１０月３１日、

全委員で大山町議会へ、１１月１６日、議長、委員長、私、副委員長が代表して日南町議会へ研

修に行きました。

両町議会で共通して言われたことは、今、議会運営用につくられたソフト、例えばＳｉｄｅＢ

ｏｏｋｓなど、そのような誰でも手軽に扱えるソフトがあるということ、そしてこれらのソフト

は過去に遡りながら、膨大な情報の中から知りたい情報を簡単に引き出し、議会運営の効率化に

資するということ、さらには事務局や議員間の情報共有、また、災害時などのリモート会議など、

様々な使い方ができることを研修いたしました。例えるなら、防災というキーワードを打てば、

過年度まで遡り、防災という言葉に関連した情報が簡単に引き出せるようなものでございます。

このような情報管理ができれば、一般質問や各委員会、本議会においても大きなメリットではと

考えております。大山町議会、米本議長は、まずは慣れることですよとおっしゃっていました。

私たちもこのたびの研修を前向きに捉えていきたいと感じております。以上です。

○議長（景山 浩君） 次に、ＪＩＡＭ町村議会議員研修への参加報告並びに鳥取県町村議会議

員研修会について報告を受けます。

１０番、板井隆君。

○議員（10番 板井 隆君） １０番、板井です。去る１１月の１日、２日で、滋賀県大津市の

全国市町村文化研修所、通称ＪＩＡＭで「議会改革を考える～先進事例に学ぶ住民参加・情報公

開～」の研修会に参加しましたので、報告をさせていただきます。
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初日は、早稲田大学マニフェスト研究所事務局長の中村健氏による「「議会改革度調査」から

見る地方議会」と題し、２日間の研修の心構えについての話がありました。

最初に、あなたが議員になった動機、議員になった後、あなたが問題視、課題として考えてい

たことは解決に向けて進んでいるのか。町の課題解決や未来のことは議会が決めていることをあ

なたは認識していますかと問われました。この研修会ではそれを問いながら２日間を過ごすよう

にと叱咤されたところです。

これからは議会力の差で地域の差が生まれる。そんな中、「「議会活性化への取組み」～住民

から期待される議会を目指して～」と題し、徳島県那賀町議会議員、柏木岳氏の講演がありまし

た。

議会改革の取組として、平成２５年の改選時に無投票であったことから、議員報酬の検討をさ

れました。当選当時の年齢が３５歳以下であれば任期中の報酬額を月額３０万円とするというこ

とを議会で決め、提案をしましたが、報酬等審議会で反対意見の答申を受け、断念をされたとい

うところから、議会改革を前向きに進めていこうということで、議員間研修の開催、議案、行政

課題などの議員間の自由討議の導入、住民との意見交換会、これについては、団体等は特に意見

交換でテーマを絞り、年間で１５件を今年で８年間続けているとのことでした。

また、町政における課題を解決するため、必要な条例案や議案の修正及び決議等により町の政

策などに反映をさせていく、また、若者へのアンケート調査、そしてＩＣＴの活用ではタブレッ

トの導入やパワーポイントを使った一般質問等、上げれば切りがないほどの改革を実行しておら

れました。改革によって町民から信頼される議会へと努めていくことを議会議員が一丸となって

進めているとのことでした。

次に、次次県取手市議会事務局次長、岩 弘次氏による「住民参加・情報公開を進める取組」

と題しての講演がありました。

内容は、ＩＣＴ・ＡＩを駆使し、議会と事務局が一体となって新しい民主主義の構想に向けて

おられました。市議会の議会事務局員は１５人であるため、それ相応の改革は進めることができ

たが、ＩＣＴの活用をきっかけに今までの議会改革では切り開けなかった場所、人にも可能性を

生み出すことができたとの講演でありました。

最後に、早稲田大学名誉教授で、元三重県知事で、地方分権の旗手として活動、また、今では

常識となった選挙時に住民に約束をするマニフェストを提言された北川正恭氏の「善政競争で議

会改革を！」と題しての講演がありました。善政競争とは政策本位の政治、生活者起点の政策の

推進を目的に据えて、優れた取組が広く知られ、お互いに争うようにまちづくりを進めるという
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ことでした。

２０００年の地方分権一括法が施行されてから自己決定、自己責任が強いられた。執行部は独

自性によって提案をするが、議会は民意を反映する機関であり、提言をすることで新たなまちづ

くりができる合議制の対等協力機関である。議員活動から議会活動（チーム議会）に変えること

が議会改革である。議会改革は議会の納得だけでなく、民意を反映し、多様な意見を反映し、住

民へ説得をしなければならない。他市町村の議会改革での先進事例のまねは大いに結構。そこか

らあなたたち独自の議会改革を進めていただきたいとのことでした。

ちなみに、北川先生が所長である早稲田大学マニフェスト研究所の議会改革調査部会の全国都

道府県議会、市町村議会、１，７８８の議会事務局からのアンケートをいただき、その調査によ

って点数で表しているところがあります。２０２１年議会改革度ランキングで、南部町は５３位

となっておりました。今後も南部町議会チームで町民との共有を目指した議会にならなければな

らないと感じております。

以上、「議会改革を考える～先進事例に学ぶ住民参加・情報公開～」の研修会の報告とさせて

いただきます。

続いて、去る１１月２１日に三朝町総合文化ホールにおいて、鳥取県町村議会議員研修会が開

催されましたので、報告をさせていただきます。

最初に、元全国都道府県議長会事務局次長で議事調査部長の内田一夫氏による「議員のコンプ

ライアンスについて」と題しての講演がありました。議員のコンプライアンスとは、まず所属す

る議会の信頼が守られることである。議員に雇用関係は生じないが、強いて言えば住民が雇用主

である。議会活動、議員活動、私的な活動にわたり、それぞれの活動発言で遵守すべきルールを

自覚しながら、住民の負託に応え、結果、議員という職業に対する信頼度を高めることが必要に

なる。その際、議員の活動原理に、基本は公正公平であり、全体の奉仕者として大局的な立場で

結論を導き出すことが必要であるとのことでした。議場内での発言やハラスメントの防止策とし

て、必要であれば自分たちで自分たちのルールを決める倫理条例等を定めることも意義があると

の内容でありました。

続いて、「防災・減災と議会の役割について」と題し、国内外において災害が発生すると、様

々なメディアでのコメンテーターとして活躍されている山村武彦氏の講演でありました。山村先

生は、災害で得た教訓として、災害で何が起きるか想像力を養う。そして、災害時には日常から

非常に緊急スイッチを切り替える。そして、逃げず、ひるまず、諦めないこと。全ては命が優先

で初動タイミングを失しない。高齢化社会においては、お互いに近くで助け合う互近助（近くに
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住む住民同士の助け）ですが、この力が大切である。

講演からちょっと離れますが、南部町では１０月３０日に地震対応の防災訓練が行われました。

過去の災害から県内では初で大木屋地区と日南町菅沢への広域避難訓練が行われております。広

域での互近助、防災組織が確立されたんではないかなというふうに私は思っております。

議会に求められる役割は、犠牲者ゼロ、逃げ遅れゼロ、３、災害関連死ゼロ、互近助、防災組

織の全地域結成完了を目指すための普遍的防災数値を決議し、住民と共有し、具体策を推進する。

災害のないときに備えることが防災であり、住民は、自分だけは死なないと思っている。この変

革が必要であるとの講演でありました。私たち議会も何ができるのか、何かをしなくてはと思わ

せる講演でありました。

以上、鳥取県町村議会議員研修会の報告とさせていただきます。

○議長（景山 浩君） 以上で諸般の報告を終わります。

・ ・

日程第５ 議案第７２号 から 日程第２０ 議案第８７号

○議長（景山 浩君） お諮りいたします。この際、日程第５、議案第７２号、公の施設の指定

管理者の指定についてから、日程第２０、議案第８７号、町道路線の認定についてまでを一括し

て提案説明を受けたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（景山 浩君） 御異議なしと認めます。よって、日程第５、議案第７２号から日程第２

０、議案第８７号までを一括して提案説明といたします。

町長から提案理由の説明を求めます。

町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） それでは、議案第７２号から７６号まで、公の施設の指定管理者の指定

についてから御提案させていただきます。この指定管理については、１１月１０日に指定管理候

補者選定委員会を開催して審査をいただき、このたび議案として上程させていただくものでござ

います。

まず、議案第７２号、公の施設の指定管理者の指定について。

次のとおり公の施設の指定管理者を指定することについて、地方自治法第２４４条の２第６項

の規定により、議会の議決を求めるものでございます。

公の施設の名称は、レストハウス・バーベキューハウス。指定管理者となる団体は、鴨部まこ

も遊友会。指定の期間は令和５年４月１日から令和７年３月３１日まででございます。
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続きまして、議案第７３号、公の施設の指定管理者の指定について。

次のとおり公の施設の指定管理者を指定することについて、地方自治法第２４４条の２第６項

の規定により、議会の議決を求めるものでございます。

公の施設の名称は、南部町森林総合利用促進施設、いわゆる森林公園でございます。指定管理

者となる団体は、南さいはく地域振興協議会。指定の期間は令和５年４月１日から令和８年３月

３１日まででございます。

続きまして、議案第７４号、公の施設の指定管理者の指定について。

次のとおり公の施設の指定管理者を指定することについて、地方自治法第２４４条の２第６項

の規定により、議会の議決を求めるものでございます。

公の施設の名称は、南部町立東西町コミュニティセンター。指定管理者となる団体は、東西町

地域振興協議会。指定の期間は令和５年４月１日から令和８年３月３１日まででございます。

続いて、議案第７５号、公の施設の指定管理者の指定について。

次のとおり公の施設の指定管理者を指定することについて、地方自治法第２４４条の２第６項

の規定により、議会の議決を求めるものでございます。

公の施設の名称は、南部町賀野地域交流拠点施設。指定管理者となる団体は、あいみ富有の里

地域振興協議会。指定の期間は令和５年４月１日から令和８年３月３１日まででございます。

続きまして、議案第７６号、公の施設の指定管理者の指定について。

次のとおり公の施設の指定管理者を指定することについて、地方自治法第２４４条の２第６項

の規定により、議会の議決を求めるものでございます。

公の施設の名称は、南部町民体育館。指定管理者となる団体は、特定非営利活動法人南部町総

合型地域スポーツクラブ。指定の期間は令和５年４月１日から令和１０年３月３１日まででござ

います。

以上、よろしく御審議をいただきますようお願いいたします。

○議長（景山 浩君） 総務課長、大塚壮君。

○総務課長（大塚 壮君） 総務課長でございます。そうしますと、一般会計補正予算（第６

号）を御提案させていただきたいと思います。予算書のほうで見ていただけたらと思います。



議案第７７号

令和４年度南部町一般会計補正予算（第６号）

令和４年度南部町の一般会計補正予算（第６号）は、次に定めるところによる。
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（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１２９，５５６千円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ８，２５０，０７８千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

（債務負担行為の補正）

第２条 債務負担行為の追加は、「第２表 債務負担行為補正」による。

（地方債の補正）

第３条 地方債の変更は、「第３表 地方債補正」による。

令和４年１２月 ９日 提出 南 部 町 長 陶 山 清 孝

令和４年１２月 日 決 南部町議会議長 景 山 浩



そういたしますと、４ページをお願いします。第２表の債務負担行為補正でございます。１、

追加についてでございます。まず、翌年度当初から発生する恒常的な工事または製造の請負、財

産の買入れ、物件の借入れ、業務の委託及び団体等への補助金の交付に要する経費であって、前

年度中に契約を締結する必要の生じるものについての支出負担行為、いわゆるゼロ債でございま

す。これについては、期間は令和５年度。限度額は、当該事項ごとに翌年度の当初予算額として

議決を得た額といたします。

次に、南部町広報誌印刷製本業務。期間は令和４年度から令和５年度。限度額３２０万１，０

００円。

次からの５件につきましては、全て指定管理に係るものでございます。南部町レストハウス・

バーベキューハウス指定管理料は、令和５年度から令和６年度までの２年間。限度額は１６９万

６，０００円。南部町森林総合利用促進施設指定管理料は、令和５年度から令和７年度までの３

年間。限度額１，３２０万円。南部町立東西町コミュニティセンター指定管理料は、令和５年度

から令和７年度までの３年間。限度額は３５１万円。南部町民体育館指定管理料は、令和５年度

から令和９年度までの５年間。限度額は２，０００万円。南部町賀野地域交流拠点施設指定管理

料は、令和５年度から令和７年度までの３年間。限度額は２４６万９，０００円。限度額合計い

たしまして、４，４０７万６，０００円をお願いするものでございます。

続いて、５ページをお願いします。第３表、地方債補正でございます。１、変更でございます。
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起債の目的は、広域基幹林道整備事業。限度額を１，１４０万円へ変更いたします。起債の方法、

利率、償還の方法については、従前のとおりでございます。

それでは、まず歳出予算から主なものを御説明いたします。９ページをお願いします。人件費

に関するものにつきましては、後ほど給与費明細書にて御説明を申し上げます。

このたびの補正につきましては、電気代等の高騰による需用費の増額によるもの、それから各

種過年度の補助金の額が確定したことによる償還金の増額、国の二次補正による出産・子育て応

援交付金事業などを含んでおります。

まず、２款総務費、１項総務管理費、４目ＣＡＴＶ管理事業でございます。６４０万円増額し、

６，７６５万９，０００円とするものでございます。これは電柱等の支障移転が増加いたします。

これに伴います増額となります。

７目財産管理費は４２２万円増額し、２億１，９６５万７，０００円といたします。これにつ

きましては主に電算管理事務費でのパソコンの購入に係る経費となります。

８目基金管理事業は２，０６５万５，０００円増額し、１億３，８１２万８，０００円とする

ものです。これはがんばれふるさと寄付金の寄附額の増額によりまして、事業に要する返礼品に

係る経費の不足見込額などの増額をお願いするものでございます。

続いて、９目企画費でございます。１，２９１万４，０００円減額し、５億６，２８５万９，

０００円といたします。これは当初予算でお願いしておりましたクラウド型被災者支援システム

活用事業、これを国、県の動向を見ながら効率的に実施するため来年度の事業実施とし、予算を

減額するものでございます。

１０ページをお願いします。１０目地域自治振興費は１４０万１，０００円増額し、８，１３

８万円といたします。これにつきましては地域の安心まちづくり事業といたしまして、各集落か

らの事業計画により集落が実施する事業への補助の要望が予定より多くなる見込みであるという

ことからの増額となります。

１３目諸費でございます。３，４８７万８，０００円を増額し、４，３４７万３，０００円と

いたします。これは記載しております各事業での事業実績による補助金の額が確定したため、償

還金を計上しております。

３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費は、１，３３２万４，０００円増額の５億

１，８９６万５，０００円となります。これにつきましては燃料費高騰によりまして、いこい荘

としあわせの維持管理経費が増大するため、予算の増をお願いするものでございます。

２目障がい者福祉費は、２，０２１万５，０００円増額の４億２，７２６万５，０００円とな
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ります。自立支援介護給付事業でサービスの利用が増えており、予算が不足すると見込まれます

ので、所要額の増額をお願いするものでございます。

１１ページをお願いします。２項児童福祉費、２目児童措置費は、３０２万３，０００円増額

の６，０１３万円といたします。児童措置事務費につきましては、転入者の増加により広域入所

が増えたことによる委託料の増となります。

５目保育園費は、２４７万５，０００円増額の５億３，３１３万５，０００円といたします。

これは電気代等の高騰によりまして光熱水費が不足するため、所要の額を増額するものでござい

ます。

７目子育て支援費は５０２万９，０００円増額し、６，００２万５，０００円といたします。

これは国の第二次補正によりまして、妊娠から出産、子育てまでの一貫した伴走型の支援としま

して、妊娠と出産の届出に併せましてそれぞれ５万円を支給するものです。なお、今年の４月以

降の出産が対象となっております。

３項生活保護費、２目扶助費は９００万円増額し、８，４００万円といたします。これにつき

ましては新規の申請によります保護世帯の増加と被保護者の医療費の増加に伴う所要額の増額と

なります。

１２ページをお願いします。５款農林水産業費、１項農業費、３目農業総務費でございます。

５８０万円増額し、１億６，４４３万円といたします。これは農業集落排水事業特別会計におき

まして、電気料金の高騰と施設修繕料の増額によりまして一般会計からの繰出金が増額となるも

のでございます。

１３ページをお願いします。２項林業費、２目林業振興費は、２２５万円増額の４，８３７万

２，０００円といたします。これにつきましては広域基幹林道行者山線の国の補正によりまして

事業費の追加になりました。それに伴いまして町の負担額の増額をお願いするものでございます。

１４ページをお願いします。７款土木費、６項下水道費、１目公共下水道費は、３４１万５，

０００円増額の７，６３３万７，０００円といたします。これも電気料金の高騰によりまして公

共下水道事業特別会計への繰り出しを行うものでございます。

続いて、９款教育費、２項小学校費、１目学校管理費は、４４９万９，０００円増額の７，４

７６万９，０００円といたします。これも電気料金の高騰分の増額と、西伯小学校の校庭がイノ

シシの被害に遭いましたので、それを復旧するための増額ということになります。

３項中学校費、１目学校管理費は、３９０万５，０００円増額の６，５８３万５，０００円と

なります。これにつきましても電気代の高騰分、それと併せて来年度、特別支援学級新設に向け
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まして、環境を整えるための経費を予算化するものでございます。

次に、歳入の予算を御説明いたします。７ページをお願いします。主なものについて説明をい

たします。１４款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金でございます。８２６万

１，０００円増額し、４億４，１４７万８，０００円とするものです。これは子どものための教

育保育給付費負担金については、歳出側の広域入所の増に伴う国の負担分の増額、生活保護費負

担金についても歳出側の生活保護費の国の負担分の増ということになります。

２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金は、４，８１５万６，０００円増額の３億９，８８５

万５，０００円となります。これにつきましては既に予算化をしています生活支援・地域活性化

事業、いわゆる商品券配りましたけども、その部分とインフルエンザワクチン接種事業へこの新

型コロナウイルス感染症対応地方創生交付金を充当させていただくものでございます。

２目民生費国庫補助金は、３２９万３，０００円の増額の１億５，０７０万２，０００円とな

ります。これにつきましては歳出側の出産・子育て応援交付金に充当するものでございます。

１５款県支出金、２項県補助金、２目民生費県補助金でございます。１，５３１万７，０００

円を増額し、１億７６０万９，０００円とするものです。これは歳出予算、重度訪問介護等利用

促進支援事業補助金といたしまして、自立支援介護給付事業に充当するものと、それと子どもの

ための教育・保育給付費等の県の補助金分ということになります。

８ページをお願いします。１７款寄附金、１項寄附金、２目がんばれふるさと寄付金は２，０

６５万５，０００円増額し、９，２６５万５，０００円となります。これにつきましてはがんば

れふるさと寄付金の増加の見込みによるものでございます。

２１款町債、１項町債、３目農林水産業債は２００万円増額し、３，４１０万円といたします。

これは先ほど冒頭、第３表、地方債補正の変更で御提案をいたしました広域基幹林道整備事業へ

の起債分ということになります。

次に、１６ページを御覧ください。給与費の明細書をつけております。一般職の給与費につい

てでございます。（１）の総括です。比較を御覧ください。職員手当が３０万円の増となります。

これは次の１７ページの中ほどのイの会計年度任用職員の職員手当の増によるものです。これつ

きましてはデジタル推進課の会計年度職員ということになります。下段には内容を記載しており

ますので、御確認をお願いしたいと思います。

１８ページをお願いします。地方債の前々年度末における現在高並びに前年度末及び当該年度

末における現在高の見込みに関する調書でございます。当該年度末現在高見込額は、普通債、災

害復旧債、臨時財政対策債合わせまして、６３億７，２０１万７，０００円となる見込みでござ
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います。

以上、御審議をよろしくお願いします。

○議長（景山 浩君） ここで休憩を入れたいと思います。再開は２時２５分といたします。

午後２時０６分休憩

午後２時２５分再開

○議長（景山 浩君） 会議を再開します。

町民生活課長、渡邉悦朗君。

○町民生活課長（渡邉 悦朗君） 町民生活課長です。それでは、国民健康保険をさせてもらいま

す。補正予算書で御説明します。１ページを御覧ください。



議案第７８号

令和４年度南部町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

令和４年度南部町の国民健康保険事業特別会計の補正予算（第１号）は、次に定めるところに

よる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３４２千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ１，２９７，０４２千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

（債務負担行為）

第２条 地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項、期間

及び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。

令和４年１２月 ９日 提出 南 部 町 長 陶 山 清 孝

令和４年１２月 日 決 南部町議会議長 景 山 浩



それでは、債務負担行為から御説明します。３ページを御覧ください。第２表、債務負担行為。

事項は、翌年度当初から発生する恒常的な工事または製造の請負、財産の買入れ、物件の借入れ、

業務の委託及び団体等への補助金の交付に要する経費であって、前年度中に契約を締結する必要
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の生じるものについての支出負担行為です。期間は令和５年度です。限度額は、当該事項ごとに

翌年度の当初予算額として議決を得た額です。

続きまして、歳出を御説明します。今回の補正は、システム改修と電気料金高騰に伴う増額の

補正をお願いするものです。

５ページの中段を御覧ください。１款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費１６万５，０

００円増額し、７８９万７，０００円とするものです。

６款保健事業費、２項保健事業費、２目健康施設管理費です。１７万７，０００円増額し、１，

４１８万２，０００円とするものです。

次に、歳入について御説明します。５款県支出金、２項県補助金、１目保険給付費等交付金、

こちら１６万５，０００円増額し、１０億１９５万９，０００円とするものです。（発言する者

あり）

○議長（景山 浩君） 休憩します。

午後２時２８分休憩

午後２時２９分再開

○議長（景山 浩君） 再開します。

○町民生活課長（渡邉 悦朗君） 失礼しました。１０億２１２万４，０００円とするものです。

続きまして、８款繰入金、１項繰入金、１目一般会計繰入金になります。１７万７，０００円

増額し、９，７８６万５，０００円とするものです。

以上、御審議のほど、よろしくお願いします。

続きまして、後期高齢者医療特別会計の補正について御説明いたします。補正予算書で説明さ

せていただきます。１ページを御覧ください。



議案第７９号

令和４年度南部町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

令和４年度南部町の後期高齢者医療特別会計の補正予算（第１号）は、次に定めるところによ

る。

（債務負担行為）

第１条 地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項、期間

及び限度額は、「第１表 債務負担行為」による。
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令和４年１２月 ９日 提出 南 部 町 長 陶 山 清 孝

令和４年１２月 日 決 南部町議会議長 景 山 浩



それでは、債務負担行為の説明をします。２ページを御覧ください。第１表、債務負担行為。

事項は、翌年度当初から発生する恒常的な工事または製造の請負、財産の買入れ、物件の借入れ、

業務の委託及び団体等への補助金の交付に要する経費であって、前年度中に契約を締結する必要

の生じるものについての支出負担行為です。期間は令和５年度です。限度額は、当該事項ごとに

翌年度の当初予算額として議決を得た額です。

以上でございます。御審議のほど、よろしくお願いします。

○議長（景山 浩君） 建設課長、岡田光政君。

○建設課長（岡田 光政君） 建設課長です。それでは、私のほうからは、農業集落排水事業特別

会計の補正予算について御説明したいと思います。補正予算書のほうで説明したいと思います。

１ページを御覧ください。



議案第８０号

令和４年度南部町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

令和４年度南部町の農業集落排水事業特別会計の補正予算（第２号）は、次に定めるところに

よる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５，８１８千円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ２３８，９９７千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

（債務負担行為）

第２条 地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項、期間

及び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。

令和４年１２月 ９日 提出 南 部 町 長 陶 山 清 孝

令和４年１２月 日 決 南部町議会議長 景 山 浩
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

今回の補正は、電気料金高騰に伴います光熱水費及び施設修繕費の増額と、人件費の補正をお

願いするものでございます。

それでは、まず債務負担行為から御説明します。３ページ目を御覧ください。第２表、債務負

担行為。事項は、翌年度当初から発生する恒常的な工事または製造の請負、財産の買入れ、物件

の借入れ、業務の委託及び団体等への補助金の交付に要する経費であって、前年度中に契約を締

結する必要の生じるものについての支出負担行為です。期間は令和５年度で、限度額は、当該事

項ごとに翌年度の当初予算額として議決を得た額といたします。

次に、歳出から御説明します。５ページの下段を御覧ください。１款総務費、１項総務管理費、

１目一般管理費６万円増額し、１，４９０万２，０００円とするものです。

２目維持管理費は５７５万８，０００円増額し、７，１９８万９，０００円とするものです。

次に、歳入について御説明します。４款繰入金、１項繰入金、１目一般会計繰入金５８０万円

増額し、１億７０２万１，０００円とするものです。

５款繰越金、１項繰越金、１目繰越金１万８，０００円増額し、１万８，０００円とするもの

です。

以上でございます。御審議のほど、よろしくお願いいたします。

続きまして、浄化槽整備事業特別会計の補正予算について御説明いたします。補正予算書の１

ページをお願いします。



議案第８１号

令和４年度南部町浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１号）

令和４年度南部町の浄化槽整備事業特別会計の補正予算（第１号）は、次に定めるところによ

る。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２４６千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ６３，８４６千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

（債務負担行為）

第２条 地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項、期間
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及び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。

令和４年１２月 ９日 提出 南 部 町 長 陶 山 清 孝

令和４年１２月 日 決 南部町議会議長 景 山 浩



今回の補正は、電気料金高騰に伴います増額をお願いするものでございます。

それでは、債務負担行為から御説明いたします。３ページをお願いします。第２表、債務負担

行為。事項は、翌年度当初から発生する恒常的な工事または製造の請負、財産の買入れ、物件の

借入れ、業務の委託及び団体等への補助金の交付に要する経費であって、前年度中に契約を締結

する必要の生じるものについての支出負担行為です。期間は令和５年度で、限度額は、当該事項

ごとに翌年度の当初予算額として議決を得た額といたします。

次に、歳出から御説明します。５ページの下段を御覧ください。１款総務費、１項総務管理費、

１目一般管理費１３万７，０００円を増額し、４，２４９万８，０００円とするものです。

３項小規模集合施設管理費、１目小規模集合施設管理費は１０万９，０００円を増額し、１０

６万１，０００円とするものです。

次に、歳入について御説明いたします。４款繰入金、１項繰入金、１目一般会計繰入金２４万

６，０００円増額し、３，５６６万６，０００円とするものです。

以上でございます。御審議のほど、よろしくお願いします。

続きまして、公共下水道事業特別会計の補正予算について御説明いたします。補正予算書の１

ページをお願いします。



議案第８２号

令和４年度南部町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

令和４年度南部町の公共下水道事業特別会計の補正予算（第２号）は、次に定めるところによ

る。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３，４５８千円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ１７５，５６６千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

－２６－



（債務負担行為）

第２条 地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項、期間

及び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。

令和４年１２月 ９日 提出 南 部 町 長 陶 山 清 孝

令和４年１２月 日 決 南部町議会議長 景 山 浩



今回の補正は、電気料金高騰に伴います増額と、人件費の補正をお願いするものでございます。

それでは、債務負担行為から御説明いたします。３ページを御覧ください。第２表、債務負担

行為。事項は、翌年度当初から発生する恒常的な工事または製造の請負、財産の買入れ、物件の

借入れ、業務の委託及び団体等への補助金の交付に要する経費であって、前年度中に契約を締結

する必要の生じるものについての支出負担行為です。期間は令和５年度で、限度額は、当該事項

ごとに翌年度の当初予算額として議決を得た額といたします。

次に、歳出の説明をいたします。５ページの下段を御覧ください。１款総務費、１項総務管理

費、１目一般管理費５万１，０００円増額し、１，４３１万４，０００円とするものです。

２目維持管理費は３４０万７，０００円を増額し、６，２７２万８，０００円とするものです。

次に、歳入について御説明いたします。４款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入

金３４１万５，０００円増額し、７，６３３万７，０００円とするものです。

５款繰越金、１項繰越金、１目繰越金４万３，０００円増額し、４万３，０００円とするもの

です。

以上でございます。御審議のほど、よろしくお願いします。

○議長（景山 浩君） 町民生活課長、渡邉悦朗君。

○町民生活課長（渡邉 悦朗君） 町民生活課長です。太陽光発電事業特別会計の補正予算を御説

明させていただきます。補正予算書で御説明いたします。１ページを御覧ください。



議案第８３号

令和４年度南部町太陽光発電事業特別会計補正予算（第１号）

令和４年度南部町の太陽光発電事業特別会計の補正予算（第１号）は、次に定めるところによ

る。

（債務負担行為）
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第１条 地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項、期間

及び限度額は、「第１表 債務負担行為」による。

令和４年１２月 ９日 提出 南 部 町 長 陶 山 清 孝

令和４年１２月 日 決 南部町議会議長 景 山 浩



それでは、債務負担行為から説明をします。２ページを御覧ください。事項は、翌年度当初か

ら発生する恒常的な工事または製造の請負、財産の買入れ、物件の借入れ、業務の委託及び団体

等への補助金の交付に要する経費であって、前年度中に契約を締結する必要の生じるものについ

ての支出負担行為です。期間は令和５年度です。限度額は、当該事項ごとに翌年度の当初予算額

として議決を得た額とします。

以上でございます。御審議のほど、よろしくお願いします。

○議長（景山 浩君） 建設課長、岡田光政君。

○建設課長（岡田 光政君） 建設課長です。それでは、水道事業会計の補正予算について御説明

をいたします。補正予算書のほうで御説明をいたしますので、１ページを御覧いただきたいとい

うふうに思います。議案第８４号、令和４年度南部町水道事業会計補正予算（第３号）。

総則。第１条、令和４年度南部町の水道事業会計補正予算（第３号）は、次に定めるところに

よる。

収益的支出。第２条、令和４年度南部町水道事業会計予算第３条に定めた収益的支出の予定額

を次のとおり補正する。

第１款水道事業費用１，６３５万６，０００円増額し、２億２，５０３万円とするものです。

内訳は、１項営業費用１，６３５万６，０００円増額し、２億５９０万９，０００円とするもの

です。今回の補正は、動力費及び修繕費の増額と人件費の補正を行うものでございます。

それでは、補正予算明細書で御説明のほうをしたいと思います。１４ページを御覧ください。

一番最後のページになります。１款水道事業費用、１項営業費用、１目原水及び浄水費９４７万

円増額し、５，２９９万８，０００円とするものです。これは燃料費高騰による動力費の増加分

でございます。

２目配水及び給水費は６７８万８，０００円増額し、２，７３５万５，０００円とするもので

す。これは施設の漏水等の修繕費の増加です。

４目総係費は９万８，０００円増額し、２，４４４万円とするものです。これは給与改定等に
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よりまして人件費が増えた部分でございます。

以上でございます。御審議のほど、よろしくお願いします。

○議長（景山 浩君） 病院事業管理者、足立正久君。

○病院事業管理者（足立 正久君） 病院事業管理者です。それでは、私のほうから病院事業会計

の補正予算について説明をさせていただきます。別冊の予算書をお開きいただきたいと思います。

１ページを御覧いただきたいと思います。議案第８５号、令和４年度南部町病院事業会計補正予

算（第３号）。

総則。第１条、令和４年度南部町病院事業会計の補正予算（第３号）は、次に定めるところに

よる。

収益的収入及び支出。第２条、予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり

補正する。

収入。第１款病院事業収益。病院事業収益につきましては３，５８２万円を増額し、２５億３，

４４８万円とするものであります。内訳は、第１項医業収益７９３万４，０００円を増額し、第

２項医業外収益２，７８８万６，０００円を増額するものであります。

次に、支出でありますけども、第１款病院事業費用につきまして、４，３２５万６，０００円

を増額し、２５億２，９０５万７，０００円とするものであります。内訳は、医業費用の増額で

ございます。

資本的収入。第３条、予算第４条に定めた本文括弧書きを、（資本的収入額が資本的支出額に

対して不足する額１億２，０１３万８，０００円は過年度分損益勘定留保資金をもって補填する

ものとする。）に改め、資本的収入の予定額を次のとおり補正する。

収入。第１款資本的収入を３７０万増額し、１億５，９９３万２，０００円とするものでござ

います。内訳は、第２項企業債の増額でございます。

２ページを御覧いただきたいと思います。債務負担行為でございます。第４条、地方自治法第

２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のと

おりと定める。事項。翌年度当初から発生する恒常的な工事または製造の請負、財産の買入れ、

物件の借入れ、業務の委託及び団体等への補助金の交付に要する経費であって、前年度中に契約

を締結する必要の生じるものについての支出負担行為でございます。期間は令和５年度。限度額

は、当該事項ごとに翌年度の当初予算額として議決を得た額とします。

次に、企業債でございます。第５条、予算第５条に定めた企業債の限度額を次のとおり補正す

る。
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起債の目的は、施設整備事業でございます。補正後の限度額は３７０万円。起債の方法、利率、

償還の方法については、補正前と同様でございます。

次に、今回の補正の概要について説明をさせていただきます。資料の８ページを御覧いただき

たいと思います。最初に、収益的収入及び支出についてでございますけども、１０月からの診療

報酬改定で新たに設けられた看護職員処遇改善評価料の算定に伴いまして、入院収益について７

９３万４，０００円を増額するとともに、医療外収益のところになりますけども、４月から９月

までの看護職員に対する処遇改善のための県の補助金３１４万９，０００円及びコロナ患者の受

入れに対する病床の確保に対する補助金２，４７３万７，０００円を収入として増額するもので

ございます。

支出につきましては、給与費に上げておりますけども、今回の人事院勧告を踏まえ、給料表の

改定及び勤勉手当の支給割合を引き上げることによる給与費の増、加えまして看護職員の処遇改

善のための救急医療機関勤務臨時手当の増額によりまして、給与費を１，３２４万９，０００円

増額をお願いするものでございます。

経費のところになりますけども、光熱水費等の増額に伴いまして、電気料金、ガス、灯油代の

高騰に伴いまして３，０００万７，０００円の増額をお願いするものでございます。

１０ページをお願いいたします。資本的収入につきましてでございます。これにつきましては

昨年度から病院の照明等のＬＥＤ化に着手しておりますが、今年度の工事費の確定に伴い、企業

債を充当することとし、３７０万円の企業債の増の補正をお願いするものでございます。

そのほか資料のほうには補正予算の実施計画、予定キャッシュ・フロー、貸借対照表、給与明

細書を記載しておりますんで、御確認いただければと思います。

続きまして、在宅生活支援事業会計補正予算について御説明をさせていただきます。別冊資料

の１ページをお願いいたします。議案第８６号、令和４年度南部町在宅生活支援事業会計補正予

算（第１号）でございます。

総則。第１条、令和４年度南部町在宅生活支援事業会計の補正予算（第１号）は、次に定める

ところによる。

収益的収入及び支出。第２条、予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり

補正する。

収入。第１款在宅生活支援事業収益につきまして７９５万円を増額し、５，５３８万６，００

０円とするものでございます。内訳につきましては、その他収益でございます。

支出につきまして、第１款在宅生活支援事業費用３７万３，０００円を増額し、４，７８０万
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９，０００円とするものでございます。内訳は、第１項訪問看護費用でございます。

補正予算の概要でございますけども、７ページを御覧いただきたいと思います。今回お願いし

ます補正予算の内容ですが、収入につきましては在宅で療養する新型コロナウイルス感染症患者

の支援に係る鳥取方式の在宅療養体制整備事業協力金、訪問看護につきまして７９５万円収入を

増額補正するものでございます。

支出につきましては、今回の人事院勧告を踏まえまして勤勉手当の支給割合を引き上げること、

あわせまして看護職員等の処遇改善のための救急医療機関勤務臨時手当の増額に関する給与費を

３７万３，０００円増額することでお願いするものでございます。

そのほか資料のほうとして補正予算の実施計画書、予定キャッシュ・フロー計算書、貸借対照

表、給与費明細書をつけておりますので、御確認いただければと思います。

以上、審議のほど、よろしくお願いします。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） それでは、議案第８７号、町道路線の認定についてを御説明いたします。

次のとおり町道の路線を認定することについて、道路法第８条第２項の規定により、議会の議

決を求めるものでございます。

これは新たに町道として新規路線の認定をお願いするものでございます。路線名、起点及び終

点については、議案書に記載のとおりでございます。２路線とも地域住民の大切な供用物として

利用されていますので、どうぞ町道認定に御理解をお願いいたします。以上です。

○議長（景山 浩君） 提案説明が終わりました。

これより、質疑に入ります。

質疑は、会議規則第５４条に規定するとおり、疑問点のみについて簡明に行ってください。

なお、会議規則により、意見、要望等は質疑として認められていませんので、御留意ください。

また、個別質疑につきましては、予算決算常任委員会で行うことになりますので、総括的な質

疑をお願いいたします。

議案第７２号、公の施設の指定管理者の指定について（レストハウス・バーベキューハウス）、

質疑はありませんか。

１３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） レストハウス・バーベキューハウスの指定管理に、審査に当たっ

ての議事録が議会に出されていました。その中で、やり取りの中でいわゆる指定管理期間が２年

であることを聞かれて、その回答として先々は公共施設の町の管理からここを譲渡等も考えてい

－３１－



るというような話も議事録の中に出てきておりました。

そこで町長にお聞きするんですけれども、あとの詳しいことは委員会で審査いたしますので、

町長にお聞きしたいのは、各委員の講評の中で今日配られている別紙の２のところでは、人件費

が抑えられており、今後、委託先、指定管理者としての公募は厳しいのではないかって指摘され

てるわけですよね。このような講評も出ている中で、例えば町とすれば指定管理の施設も含めて

今後の管理、公共施設の計画を立てているんだと思うんですけれども、こういうふうになかなか

人件費も抑えられているようなところで、経営自体が大変だというところを譲渡していくと、町

の管理のためにね。こういうところで見通しがあるんですか。それ聞きたかったんですよ。町長、

どう考えてるんですか。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。あるかどうかは私も現時点では市場調査をしており

ませんので分かりません。その２年間を使いながら、市場の動向や市場調査を行いながら動向と

して判断したいと思ってます。今のまま放置しますと、これを長寿命化させるかどうかという改

修費を設けて大規模な改修を必要とすると思われます。そのようなことをする施設にするのか、

それとも市場に委ねるのか、この辺りのところをこの２年間をかけながら検討したいと思ってる

ところでございます。

○議長（景山 浩君） １３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 結局、町長とすれば、ここに書かれているようになかなか運営も

大変で、ボランティア的な感じで運営しているというところは、恐らくどなたがやられてもこう

いう結果になるんじゃないかと思うんですけれども、そういうところについては、もう町とすれ

ばするつもりはないから、２年後を見ながら、いけなかった場合は公募し、公募がなかった場合

には何らかの対応を考えてるというふうに考えとっていいわけですね。そのための２年間だと。

町が有効活用していくため、そこについての計画とかそういうのではないっていうことですね。

どうなんですか。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。町が直接する、または他の利用に付すということを

全く否定するものではありません。御存じのようにレストハウスだとか、あの辺りの周辺の施設

は、林産物を有利販売をしたり、林産に、林業に従事する皆さんの所得向上を狙った施設だとい

うことは御存じのとおりだと思います。その目的がかなり離れてきています。

しかし、一方で、緑水湖周辺で今、いろいろな提案をいただいているように、環境としてその
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環境を利用しながら観光者に地域の景観であったり、特産品をうまく使ったような滞在型の観光

に使えないかということは検討してるところでございます。その中で、あれを公共施設として維

持するかどうかという判断をこの２年間をもって判断したい。それは市場の中で可能性があると

いう方が出てくれば、それに委ねてもいいかどうかということをまた議会にお諮りしたいと思い

ますし、まずは２年間をかけて将来どの方向に導いていくべきなのかを判断させていただきたい

と思っています。

○議長（景山 浩君） 板井議員、よろしいですか。

○議員（10番 板井 隆君） 一緒でした。

○議長（景山 浩君） ほかに質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（景山 浩君） 進めます。

議案第７３号、公の施設の指定管理者の指定について（南部町森林総合利用促進施設（森林公

園））です。

１３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） １点です。これも委員会で審査するんですけど、その前に町長に

聞いておきたいことがあります。

これは別紙の２に各委員の声の中で、緑水湖周辺施設の連携組織を立ち上げ、利用促進を図る

など工夫がなされている。次、行政がやるべきことを委託業者、指定管理者に任せている部分が

あるのではないか、こういう講評が出てるんですけども、町長はこの行政がやるべきことを委託

業者に任せてる部分もあるのではないかという委員の講評に対してどのような感想をお持ちです

か。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。先ほどから出てますように、この森林公園にしても

林産物の有利販売であったり、森林事業者の活躍の場の提供ということで公共の公の施設として

税を投下した過去がございます。

今後の中で、町がそのような気持ちを持って地域の林業の発展、さらにはこれから観光として

その地域が利用できるのかということが問われてるんだろうと思ってます。したがって、広報で

あったり地域の維持管理、さらには将来にわたってのこの地域の計画等に対して、議会でも御指

摘があったように、その将来性や計画性、そういうものをしっかり見極めた中で指定管理をして

いくという御意見をいただいたものという具合に町長としては認識してるとこです。
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○議長（景山 浩君） ほかに質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（景山 浩君） 質疑がないようですので、進みます。

議案第７４号、公の施設の指定管理者の指定について（南部町立東西町コミュニティセンタ

ー）、質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（景山 浩君） 議案第７５号、公の施設の指定管理者の指定について（南部町賀野地域

交流拠点施設）、質疑はありませんか。

１３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） これも指定管理の議事録を見させていただいたときに、どれぐら

いの利用があるかというところで、いわゆるこれ建てるときのそもそもの目的が、一番広いとこ

ろがテナントに貸し出して、その貸賃を頂くというような内容であったと思うんですけれども、

実際お金をもらってるって１年に１０件もない。７件か６件でしたね、たしか、なんですね。こ

こでもテナント中心の施設という感は否めないというふうに書かれているわけですよ。こういう

指摘のある中で、今後同じようなやり方をしとってもいけないのではないかなと思うんですけど

も、町長はこの点、こういう指摘に対してどのようにすべきだと考えていらっしゃいますか。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。ここは地方創生の拠点として、サテライト施設とし

て整備したところでございますので、賀野地域を中心にした地域の活力を維持するために外部か

ら若者がここで活躍する、そういう意図を持って造った施設だと認識しています。その効果が不

十分だという指摘だろうと思いますので、今後をかけまして指定管理者、さらには中心になって

います企画政策課を中心とした行政も中に入って、今後の在り方等を検討していく必要があると

思っています。

一方で、非常に縁側販売は大変活気を持って取り入れていただいております。農産物の販売等、

非常に好調であるということも認識しておりますので、計画の中で振興協議会と相談もしながら、

どういう方向を伸ばしていくのか、この方向を、最初の計画等をこだわることなく、もっと有効

に使える方向があれば長所を伸ばしていくという方向でいきたいと思っています。

○議長（景山 浩君） ほかに質疑はありませんか。

〔質疑なし〕

○議長（景山 浩君） 議案第７６号、公の施設の指定管理者の指定について（南部町民体育
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館）、質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（景山 浩君） 質疑なしと認めます。

議案第７７号、令和４年度南部町一般会計補正予算（第６号）、質疑はありませんか。

１３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 何点かあり、細かいことは委員会で聞きますので、なるべく町長、

教育長にお答え願いたいと思います。

まず、１点目は、予算書でいいますと、一番大きい金額を上げますと、１０ページの社会福祉

総務費、福祉センター管理事業委託料、これは２つの福祉センターで光熱水費１，１９８万８，

０００円が足りなくなったという件です。

今回の補正予算の中にはどこも全て、特別会計も病院会計も含めて光熱水費の高騰による影響

が金額として出てきているわけです。これについて委員会でもどれぐらいの影響あったのかとい

うことと、今後、どのような管理方法することが一番いいのかということについても一緒に考え

ていきたいというふうに思っておりますので、資料を出していただきたいんですよ。

一つは、この資料と、この説明書、ちょっと分かりにくいので、今回光熱水費が一体どれだけ

かかってて、この予算の中のどれぐらい占めているのかというのを出していただきたい。抜き出

してほしいということです。抜き出してほしいのと、それぞれとだんだんエナジーとの関係です

よ。金額が安いからだんだんエナジーにしているとこありますよね。ところが、そこも全部高騰

してるわけですよね。それらがどのような影響を持ってきたのかっていうことを知りたいので、

そういうのを委員会に出してくれないかというのと、どなたが説明してくれるのかということ。

これ各課に分かれてるので、一つ一つ課長に聞いとってもらちが明かんのですわ。それできたら

総務課がまとめてそのことを報告していただきたいと思うのですが、報告と説明と資料の提供を

いただきたいと思うのですが、どうかというのが１点です。

次、２点目、その上の９ページになるんです。ちょっと続くようで申し訳ないんですけれども、

クラウド型被災者支援システム１，２９１万４，０００円の全額がマイナス補正になっているん

ですよ。これ中で読んでたら、令和５年度に基幹システムの切替えがあるので、譲りたいと言っ

たんですよ。ところが、この予算審査するときに、御存じだと思いますが、議員の中から賛成討

論の一つとして、これに、このクラウド事業に、システムに非常に期待してるって声もあったわ

けです。そういうのを賛成討論に出たという、言ってみれば大きな事業の一つだったわけですよ

ね。それがこんなふうに例えば令和５年に基幹システムの変更があって町にのるので、見送りた
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いですよっていうのは何とも見通しのない結果になっちゃった。見通しのないというか、あり得

ることだと思うんです。そういうことが事前に分からんかったんかなと率直に思ったんですよ。

その点についてどうお考えなのかということを、委員会でも言いますけど、町長、どう思います

かということです。

それと、次の点は、１０ページの障がい者福祉費、自立支援介護給付事業扶助費が今回２，０

２１万５，０００円計上されて、総額はここでは障がい者福祉費で全部載ってるから３億幾らに

なるわけですよね。何回も言っておりますが、これも委員会で聞くんですけども、町長、町はこ

こ何年間の間にこの自立支援事業の給付事業というのを補正予算ごとに上積みしてきているわけ

ですよ。それは障がい者福祉が前へ進むということは歓迎していくべきことだと思うんですけれ

ども、それにしても補正予算の中で毎回毎回上がってくるということは、その見通しと需要と供

給の点で、どういうことが起こった、どういう事態があるからこういうふうに増えてきているの

だって分かるということが私たちに求められてくるわけです。なぜかというと予算を審査しない

といけないもんですからね。

そういう意味でいえば、ここ何年間かの、３月議会になったら忙しいので、１２月議会、この

機会にここ何年間の間に上がってきた分と、これだけ利用者が増えてくる背景ですよね。何回も

言いますが、今までつかんでいなかったから出たのか、どういうことできてるのか、恐らくＪＯ

ＣＡが入ってきてそれを掘り起こされてるんだと思うんですけども、そういう事業に対して町は

ただただこのお金だけ出してるわけではないですよね、町長。そういう意味でいえば、障がい福

祉のまちづくりの在り方として、これをどう位置づけてしているのかということも含めて、今ま

でのこの障がい者給付事業の扶助費を見ながら、一体どれだけの方が利用増になって、どういう

施設を利用していて、どれだけのお金が動いているのかということを分かる資料をもって委員会

で説明していただきたい。これについてどうでしょうか。町長がいいということで、課長のほう

が委員会に提出してくださったらいいと思いますので、よろしくお願いいたします。

次の問題は、１１ページです。児童措置事務費で３０２万３，０００円、これは広域入所だっ

ていうんですよ。前回も広域入所で転入者の増で広域入所になったっていうけど、これ裏返して

みたら、町長、受皿がなかったということになりませんか。転入者が多くって、広域入所になっ

たということは、南部町に来たので南部町の保育園行きたいけど行けなかったということじゃな

いんですか。それちょっと、こういう見解、こうなのですねという確認ですけども、どうなんで

しょうかという点。

あと一つ。今回、９００万の生活保護扶助費が出ています、１１ページに。これは全国的にも
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コロナで生活保護費が増えてきているという中で、南部町はそうでもなかったんですけども、こ

こになってきて増えてきてるわけですよね。この実態について先ほどおっしゃったのは、世帯数

の増と医療費の増だっておっしゃいました。これについて町長はどのように把握、今なさってお

りますか。もし、例えばどれぐらいの件数が増えてきているというふうに把握なさっているので

あればそれをお聞きして、町長の所見をお伺いしておきたいと思うんです、この事態についての。

以上です。

○議長（景山 浩君） 総務課長、大塚壮君。

○総務課長（大塚 壮君） 総務課長でございます。１点目の電気代の高騰で全体的な資料が頂

きたいということだというふうに思いますので、委員会のほうで準備させていただいて、御説明

をさせていただきたいと思います。

○議長（景山 浩君） 子育て支援課長、芝田卓巳君。

○子育て支援課長（芝田 卓巳君） 子育て支援課長です。児童措置事務費のほうで御質問があり

ましたので、こちらの広域入所、転入ということで受皿がないということも一つはあるかもしれ

ませんけれど、主な理由としましては、年の中途でやはり保護者の方が転園をされるということ

はあまり希望されないというのが大きなものでございまして、春から改めて入り直すとかという

ことがございます。以上です。

○議長（景山 浩君） デジタル推進課長、美甘哲也君。

○デジタル推進課長（美甘 哲也君） デジタル推進課長です。２点目、クラウド型被災者支援シ

ステムに係る予算の減額について見通しが立たなかったのかという御指摘、御質問ありました。

詳細のほうはもちろん常任委員会のほうで御説明したいと思いますけれども、こちらにつきまし

て被災者支援システムのほう導入しますと、住基システムを含む住基システムの改修が必要にな

ると。今年度ここでお金をかけてしまいますと、来年度基幹システム入れ替えたときにまた再度

改修する必要があって、二重投資になるということを避けるために、今回、導入を見合わせると

いうのが一つの理由であります。そちらにつきましては今年度、基幹システムの入替えの予算を

認めていただきましたけども、業者と交渉する中で入替えのスケジュールが少し後ろ倒しになっ

てしまったということがありまして、こういった部分でどうしても調整がつかなくて、今回、予

算の減額ということをお願いするということに至ったというものであります。以上です。

○議長（景山 浩君） 福祉事務所長、泉潤哉君。

○福祉事務所長（泉 潤哉君） 福祉事務所長です。まず１点、自立支援給付金の関係ですけれ

ども、利用者の傾向につきましては委員会のほうで資料を提出したいと思います。

－３７－



また、生活保護費ですけれども、当初の予算では単身世帯を見込んでおりまして、今年に入り

まして、子供さんがおられる世帯ということで、その分だけ扶助費のほうが多くかかりますので、

その多くなった分と、また高額の医療費を使われる方がおられたということで、全額医療費負担

しておりますので、その分が多くなったというような点が増額の理由でございます。

○議長（景山 浩君） よろしいですか。

１３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 一つは、電気代の高騰については総務課長が上がってきて、総務

のそこでやってくださるということですね。総務のところでよろしくお願いします。

それと、保育所の広域入所の件については課長がお答えくださったんですけれども、いわゆる

受皿がないのもあるかもしれんがとさらっと流されましたので、これ委員会で結構ですから、広

域入所っていうのは調べたら伯耆町の倍ぐらいあるんです、うちの南部町って。その理由もちょ

っと知りたいもんですから、広域入所になった理由ですよね。本当は入りたかったんだけど、入

れなかったのがどれぐらいいらっしゃるのかというのが一番知りたいんです。それ委員会で結構

ですから出していただきたいと思います。

あと一つは、細かいことは委員会で課長に資料を出していただいてお伺いしますが、町長、こ

の自立支援の介護給付事業について、毎年、当初予算よりも何回か補正予算をかけて金額が多く

なってきているわけですよ。これはほかのことに使ってるわけやないし、自立支援のために障が

い者の応援になるということは私たち重々承知してるし、手厚くしなければいけないと思ってる

んですけれども、こういうふうによそとはちょっと違ってると思ってるんですね。

そこで受皿もどういうふうにつくってきたときに、うちの南部町にはどれぐらいの方々のＡ型、

Ｂ型の仕事ができるのかとかそういうことを説明してもらって、どういうところに利用しとって、

この自立支援が使われているのかと。増えていく理由ですね、それを説明していただきたいんで

すよ。これは町長がしっかりと説明してくださいって言ってくれないとできないと思いますので、

よろしくお願いいたします。生活保護の件はまた委員会で聞きますけん。それどうですか。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。自立支援の問題、この障がい者の自立支援法ができ

てから、各市町村はこの扶助費がうなぎ登りに上がってるということは、全ての自治体の課題だ

と思っています。裏を返せば今までそれだけ障がい者の、特に精神障がいの皆様や知的障がいの

皆様の働く場がない、それから親の高齢に伴って行く場がない、そういうものを医療であったり

特別な施設の中でお支えしていたものが、今のこの社会の中で一般的なグループホーム等を使い
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ながら社会生活に向かっていこう、そして仕事を持とうと。ですから、この方向性は間違いない

と思いますけれども、町の行政でいえば４分の１は自治体が負担しなければいけないという課題

もございます。その総枠がなかなかつかみ切れないところに私どもも非常に苦しい思いで、皆様

に一回一回こうやって補正予算をお願いしてるとこです。できるだけそれが、全体の姿が確保で

きるような仕掛けが私どもも欲しいんですけれども、現時点ではなかなか１年間のサービス料が

捕捉できないところにジレンマも感じています。といいながらも、全体枠の中で全予算に占める

割合が大きくなってきてますので、何とかこの枠を探す、決めるような方法ができないものかど

うかということも検討の課題に上がってると思っています。

それから、広域入所が伯耆町に比べて多いということがありましたが、私の知ってる中では、

途中で新たに南部町に移転したんだけれども、子供が途中で保育園を転出するのは非常につらい

よねという話で、保育園は変わらずに、卒園をしてから南部町に来るというようなお子様の話は

よくお聞きするところです。

ただ、一方で、途中の中でゼロ、１、２、今の社会の中で一番課題になっている保育士の確保

できない中で、そのような乳児の希望に応えられないという事例は、きっと途中であればあるん

だろうなと思っています。この辺りを今、先ほど真壁議員が冒頭おっしゃったようなこども保険

であったり、今のままのシステムであってはここに手が入れられないのが日本の現状ではないか

ということは、これからの議論の課題だろうと思っています。

防衛費と同時に、子供をどう健やかに育てていくのか。その中でゼロ歳保育であったり、１歳、

２歳の子の保育の問題で、保育園が一手にそのことを引き受けることに日本の矛盾があるのでは

ないかということも議論になってるという具合に伺っていますので、ぜひその辺りのところを国

を挙げてこの制度を転換していくことに注目していきたいと、このように思っています。以上で

す。

○議長（景山 浩君） １３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 保育園の件については、こちら質疑することじゃできないので、

国のことを述べてもらったんですけれども、できれば町のことをお聞きしたかったので、まずは

委員会で求めておきたいと思います。

それと、生活扶助のとこ置いといて、それともう一点です。一つ、１４ページの小学校の管理

費で需用費４４９万９，０００円が上がっております、町長。これ中見られたら分かるように、

西伯小学校にイノシシが来てすごく荒らして大変で、現場の先生方も毎朝対処が大変だというこ

とで、今回は整地をなさるということなんです。根本的に整地をしてもまた次来たら同じことに
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なっちゃうんですよ。物すごい勢いで掘り返してしまうということで、何らかの形でのイノシシ

が入ってこない策を早急にする必要があるのではないかと思ってるんですけども、これについて

はどうなんですか。どちらに、教育長ですか。それは考えていますかということ、整備だけじゃ

なくって。

○議長（景山 浩君） 教育長、福田範史君。

○教育長（福田 範史君） 教育長でございます。まず、今回、議員も御覧になったのかもしれま

せんが、非常に朝行ってみるとだごへごしているということが続いていて、校長が安全の見回り

の中で見て、随時教育委員会も報告を受けている中で、今回お認めいただいて、まず整備をしよ

うというとこですが、議員御指摘のとおり整備をした次の日に入られてひっくり返されたでは話

になりませんので、そこも併せてしっかりその対策を。ただ、全部をフェンスで囲うというもの

でもございませんので、その辺りを、イノシシの専門家ではありませんが、よく知っておられる

方にどういう対策がよいのかというのを聞きながら、整備した以上それが守られる、子供たちが

安心して遊べるような形にしていきたいというふうに考えておるところでございます。

○議長（景山 浩君） ほかに質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（景山 浩君） 議案第７８号、令和４年度南部町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第１号）、質疑はありませんか。

〔質疑なし〕

○議長（景山 浩君） 進みます。

議案第７９号、令和４年度南部町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）、質疑はありま

せんか。

〔質疑なし〕

○議長（景山 浩君） 進みます。

議案第８０号、令和４年度南部町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）、質疑はあり

ませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（景山 浩君） 進みます。

議案第８１号、令和４年度南部町浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１号）、質疑はありま

せんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕
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○議長（景山 浩君） 議案第８２号、令和４年度南部町公共下水道事業特別会計補正予算（第

２号）、質疑はありませんか。

５番、米澤睦雄君。

○議員（５番 米澤 睦雄君） この質問は委員会でどうかなとは思ったんですけど、今ここで質

問をしなければ提案を受け入れたことになりますので、ここでちょっと質問をさせていただきま

す。

この公共下水道事業の予算書なんですけど、６ページを開いてください。６ページの給与費明

細書でございます。ここで増えたのが給料の９，０００円、職員手当の３万３，０００円でござ

います。その下には職員手当の内訳がありますが、これは時間外勤務手当で３万３，０００円増

えてるということになっております。

次に、８ページを開いてください。ここでちょっと質問なんですけども、まず給料９，０００

円、給与改定に伴う増減分、一般職なんかまだ全然やってないんですけど、ここで９，０００円

載ってる。それから、その下の職員手当、制度改正に伴う増減分のところに３万１，０００円、

説明が勤勉手当でございます。ちょっと矛盾しておりませんか。ちょっとこの辺の説明をお願い

いたします。

○議長（景山 浩君） 休憩します。

午後３時２４分休憩

午後３時２７分再開

○議長（景山 浩君） 再開します。

休憩します。

午後３時２７分休憩

午後３時２７分再開

○議長（景山 浩君） 再開します。

町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。中を精査いたしまして、修正するべき事項なのかど

うかというのを点検しまして、また議員の皆さんにお諮りしたいと思っています。よろしくお願

いいたします。

○議長（景山 浩君） ほかに質疑はありませんか。
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（景山 浩君） 進みます。

議案第８３号、令和４年度南部町太陽光発電事業特別会計補正予算（第１号）、質疑はありま

せんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（景山 浩君） 議案第８４号、令和４年度南部町水道事業会計補正予算（第３号）、質

疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（景山 浩君） 議案第８５号、令和４年度南部町病院事業会計補正予算（第３号）、質

疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（景山 浩君） 議案第８６号、令和４年度南部町在宅生活支援事業会計補正予算（第１

号）、質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（景山 浩君） 議案第８７号、町道路線の認定について、質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

・ ・

○議長（景山 浩君） 以上をもちまして本日の日程の全部を終了いたしました。

これをもって本日の会を閉じたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（景山 浩君） 御異議なしと認めます。よって、本日の会議はこれをもって散会といた

します。

また、来週１２日は定刻より一般質問を行う予定でありますので、御参集をお願いいたします。

お疲れさまでした。

午後３時２９分散会
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